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部品明細
３梱包中の

ⓐ天板…１枚
３梱包中の

ⓑ下枠…１個

３梱包中の

　ⓒ脚…４本
（ⓓアジャスター付）

ⓔ六角ボルト…２４本
（M6×15）

ⓕＳＷ…２４個
（スプリングワッシャー）

ⓗナット…２４個
（M6）

ⓖＰＷ…２４個
（丸ワッシャー）

ⓘメガネレンチ（１０×１３）…１本

Ｃ－５Ｌ
３６
１６
６４
３６
１４４
８１

ＦＴ－４５－７５（ＡＳ）　
ＦＴ－４５－１００（ＡＳ）
ＦＴ－６０－７５（ＡＳ）　
ＦＴ－６０－１００（ＡＳ）
ＦＴ－９０－７５（ＡＳ）　
ＦＴ－９０－１００（ＡＳ）

機 種

ＦＴ型　フリーテーブル（脚付）　組立説明図
組み立てる前に、梱包内容がすべて揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせください。
※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立ててください。

※脚が無い
タイプは天板
のみですの
で、組み立て
る必要はあり
ません。

組立順序

天板用の箱から天板ⓐ、脚用の箱から脚ⓒを取り出し、天板ⓐ
を横向きにして置き、脚ⓒを天板ⓐのコーナーの内側にはめ込
み、穴を合わせて六角ボルトⓔにＰＷⓖを入れて天板ⓐの外側
から差し込み、内側からＳＷⓕとナットⓗで仮止めして下さい
（2ヵ所）。

下枠用の箱から下枠ⓑを取り出し、下枠ⓑを脚ⓒの内側にはめ込み、
穴を合わせて六角ボルトⓔにＰＷⓖを入れて脚ⓒの外側から差し込
み、内側からＳＷⓕとナットⓗで仮止めして下さい（８ヵ所）。

仮止めした全ての六角ボルトⓔをしっかり締め付けて下さい。 フリーテーブルを起こして任意の場所に設置し、アジャスターⓓ
で水平調節を行い、全てのアジャスターⓓが床面に接地している
のを確認してからご使用下さい。

フリーベア天板
FT-45-75

FT-60-75
FT-60-100
FT-90-75
FT-90-100

FT-45-100

間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm
450×450×75(フリーベア P=75)
450×450×75(フリーベア P=100)
600×600×75(フリーベア P=75)
600×600×75(フリーベア P=100)
900×900×75(フリーベア P=75)
900×900×75(フリーベア P=100)

仕様 均等静止荷重　５0kg
脚
無
無
無
無
無
無

フリーベア天板
FT-45-75AS

FT-60-75AS
FT-60-100AS
FT-90-75AS
FT-90-100AS

FT-45-100AS

間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm
450×450×740(フリーベア P=75)
450×450×740(フリーベア P=100)
600×600×740(フリーベア P=75)
600×600×740(フリーベア P=100)
900×900×740(フリーベア P=75)
900×900×740(フリーベア P=100)

脚
有
有
有
有
有
有

このたびは、ユニオンスチールのフリーテーブルＦＴ型をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。本製品は、天板にフリーベアが取り付けられてい
るため、物品を天板の上で容易に移動させることができます。また、脚無しタイプと脚付タイプを用意しており、方向転換台としても使用可能、さらに
コンベアラインとの組み合わせに最適です。物流システムの中枢となる倉庫や、荷物の運搬が多い工場等で末永くご使用いただけます。

50kg

フリーテーブルに足をかけたり、
天板の上に乗ったりしないで下
さい。

■

■

フリーテーブルや本人が転倒したり、積載物
が落下して、怪我をする恐れがあります。■

積載物が落下して、怪我をする恐れがあ
ります。

化学薬品や薬物を扱う作業
には使用しないで下さい。

腐食・変質などにより、作業台の品質が著
しく低下し、作業者の健康を害する恐れ
があります。

均等静止荷重 ※均等静止荷重とは、天板の表面に均一に荷重をかけた場合に耐えられる重さの合計量をいいます。
※表示荷重内であっても、一部に集中荷重をかけないで下さい。

■表示荷重以上の荷重をかけ
ないで下さい。

フリーテーブルが破損・変形・転倒し、怪我を
する恐れがあります。

■不安定な場所に設置しない
で下さい。

フリーテーブルが転倒したり、積載物が落
下したりして、怪我をする恐れがあります。

■ 側面や正面から大きな力をか
けないで下さい。

フリーテーブルが破損・変形・転倒し、怪我を
する恐れがあります。

屋外や水のかかる場所に設置せ
ず、また濡れた物を置かないで
下さい。

■

表示荷重内であっても、一部に
集中荷重をかけないで下さい。

■

サビが発生しやすくなり、強度等、品質が著
しく低下する恐れがあります。

天板面は必ず水平になるよう、
アジャスターを調節して下さい。

■

傾いているとフリーテーブルが転倒したり、
積載物が落下したりして、怪我をする恐れ
があります。

組み立ては、この組立・取扱説明
書に記載の組み立て手順に従っ
て下さい。

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり倒
れたりして、怪我をする恐れがあります。

天板の内側を素手で触らないで
下さい。

■

鋭利な部分に触れて、怪我をする恐れがあ
ります。

天板を裏返して置かないで下さ
い。

■

フリーテーブルが思わぬ方向に転がり危険
です。

切断、改造をしないで下さい。

フリーテーブルが不安定になり危険で
す。また、切断面のバリ等で怪我をする
恐れがあります。

■

1

1,2の要領で、残り3本の脚ⓒを天板ⓐに取り付けて下さい。3

天板ⓐを図のように90°回転させ、1で取り付けた脚ⓒの上部の残
り2つの穴に、六角ボルトⓔにPWⓖを入れて天板ⓐの外側から差し
込み、内側からSWⓕとナットⓗで仮止めして下さい（2ヵ所）。
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